
1 はじめに

ねん みんしゅ か い ぜん がいこく ご きょういく
モンゴルでは、１９９０年の民主化以前、外国語教育とい

ご みんしゅ か い こう えい ご ご
えばロシア語であったが、民主化以降、英語、ドイツ語、

に ほん ご きょういく に ほん
日本語などの教育もさかんになった。モンゴルでの日本

ご にん き たか げんざい に ほん ご おし きょういく き かん ふ
語の人気は高く、現在日本語を教える教育機関も増えて

に ほん ご きょう し かい だいがく しょう ちゅうがっこう
きている。「日本語教師会」もでき、大学、小・中学校、

た に ほん ご きょういく き かん こう に ほん ご きょう し あつ
その他の日本語教育機関２０校あまりの日本語教師が集

てい き てき おこな
まって、定期的にセミナーなどを行っている。

2 がいよう もくてき
コースの概要と目的

こくりつ ぎ じゅつだいがく ねん がつ に ほん ご きょう
モンゴル国立技術大学では、１９９６年９月から日本語教

いく かい し ご に ほん ご ぎ じゅつつうやく ほん
育が開始された。モンゴル語－日本語の「技術通訳・翻

やくしゃようせい こ とし
訳者養成コース」としてスタートしたもので、今年で４

ねん め がつ はじ そつぎょうせい おく だ よ てい
年目となり、６月に初めての卒業生を送り出す予定であ

げんざい に ほん ご がっ か せんこうせい めい がくせい ざい
る。現在日本語学科には、専攻生のみ１１０名の学生が在

せき がくせい に ほん ご など
籍しており、学生は日本語のほかに、コンピューター等

ぎ じゅつ か もく すうがく き か がく ぶつ り り か けい か もく
の技術科目や、数学、幾何学、物理などの理科系科目も

じゅこう
あわせて受講している。

きんねん に ほん こうりゅう さか かん
近年、モンゴルと日本の交流が盛んになるにつれ、観

こうきゃく けんきゅうしゃ ぎ じゅつしゃ
光客をはじめ、研究者、技術者、ビジネスマンなど、た

に ほんじん おとず
くさんの日本人がモンゴルを訪れるようになった。モン

す し ごと に ほんじん すく
ゴルに住み、仕事をしている日本人も少なくない。この

こうりゅう き かい ふ とうぜん
ように交流の機会が増えるにしたがって、当然、モンゴ

ご に ほん ご つうやく ほんやくしゃ ひつよう
ル語－日本語の通訳・翻訳者が必要になってくるのだが、

げんざい つうやく ほんやくしゃ じつりょく も じんざい
現在のところ、通訳・翻訳者としての実力を持つ人材は、

ひ じょう すく い とく ぎ じゅつつうやくしゃ
非常に少ないと言っていいだろう。特に、技術通訳者は、

ふ そく ぎ じゅつつうやく ほんやくしゃ そだ
まったく不足しており、技術通訳・翻訳者を育てようと

ぎ じゅつつうやく ほんやくしゃようせい こころ いま
いう「技術通訳・翻訳者養成コース」の試みは、今のモ

じゅよう あ い
ンゴルの需要に合ったものだと言える。しかし、それは、

わたし きょう し どう じ
私たち教師にとってやりがいがあると同時に、たいへん

むずか こころ いっぱんてき に ほん ご い がい
難しい試みでもある。一般的な日本語以外に、どのよう

ぎ じゅつ せんもんよう ご おし つうやく ほんやく
に技術の専門用語を教えるか、どうやって通訳・翻訳が

ちから み つね かんが
できる力を身につけさせるか、常に考えさせられている。

3 じんきょう し に ほん ご きょう し やくわりぶんたん
モンゴル人教師と日本語教師の役割分担

ねん がつ こくりつ ぎ じゅつだいがく か もくせん
１９９９年９月から、モンゴル国立技術大学では、科目選

たくせい と い に ほん ご がっ か
択制を取り入れた。このため日本語学科では、これまで

チーム・ティーチング
ぎ じゅつ つう やく ほん やく しゃ よう せい め ざ

技術通訳・翻訳者の養成を目指して
こくりつ ぎ じゅつだいがくがいこく ご がく ぶ に ほん ご がっ か こう し せいねんかいがいきょうりょくたいいん
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どう の あや こ なか はた ひろ え
洞野綾子・中畑浩枝

教育実践レポート●１３チーム・ティーチング

に ほん ご じゅぎょう う がくせい

日本語の授業を受ける学生

とくしょく に ほん ご きょういく じっせん き かん きょう し かたがた
このコーナーでは、特色ある日本語教育を実践している機関の教師の方 に々、

げん ば うんえい じょうきょう しょうかい
現場のコースデザインやコース運営の状況について、紹介していただきます。
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ひっしゅう か もく ほか せんたく か もく ぎ じゅつ に ほん ご に ほん じ
の必修科目の他に選択科目として、技術日本語、日本事

じょう に ほん し か もく くわ し よう
情、日本史などの科目が加わった。カリキュラム・使用

きょうざい ひょう
教材については、表１・２のとおりである。

げんざい に ほん ご がっ か じゅぎょう ぜん ぶ しゅうかん
現在、日本語学科の授業は、全部で１週間に４９コマ

ぷん にん じんきょう し り
（１コマ＝９０分）あり、３人のモンゴル人教師と２人の

に ほんじんきょう し ぶんたん ぶんぽう じゅぎょう ねん
日本人教師とで分担している。「文法」の授業と、２年

せい ほんやく じゅぎょう じんきょう し かい わ
生までの「翻訳」の授業をモンゴル人教師が、「会話」

じゅぎょう に ほんじんきょう し う も ねんせい
の授業を日本人教師が受け持っている。そして、３年生

こう き ぶんぽう ねんせい ほんやく
後期からの「文法」と、３年生からの「翻訳」、また、

せんたく か もく ぎ じゅつ に ほん ご じゅぎょう じんきょう
選択科目である「技術日本語」の授業は、モンゴル人教

し に ほんじんきょう し く う も
師と日本人教師がチームを組んで受け持っている。

こんかい じんきょう し に ほんじんきょう し いっしょ きょうしつ
今回は、モンゴル人教師と日本人教師が一緒に教室に

はい じゅぎょう おこな ねんせい ほんやく ぎ じゅつ に ほん
入って授業を行う、３年生からの「翻訳」と「技術日本

ご せんたく か もく ふ おも
語」（選択科目）について、触れてみようと思う。

4 チーム・ティーチング

ほんやく こころ
�「翻訳」での試み

ほんやく じゅぎょう ねんせい じ さく きょうざい し
「翻訳」の授業では、３年生からは、自作の教材を使

よう じ さく きょうざい つか り ゆう
用している。自作の教材を使う理由は、ひとつには、モ

じ じょう あ きょうざい きょう
ンゴルの事情に合ったものを教材とすることである。教

ざい じつようせい たか き かい
材のテーマは、できるだけ実用性の高いものや、機会さ

つか えら
えあればすぐにでもモンゴルで使えるようなものを選ぶ

ほうしん り ゆう ご い ひょうげん
方針にしている。もうひとつの理由は、語彙や表現を、

ふ たいけい
ただランダムに増やすのではなく、体系づけてまとめる

いま じょうきょう
ためである。というのは、今のモンゴルの状況を考える

じ しょ にゅうしゅ むずか がくせい しょうらい
と、よい辞書の入手はたいへん難しく、学生たちが将来、

ぎ じゅつつうやく ほんやく し ごと とき ぼうだい かず せんもんよう
技術通訳や翻訳の仕事をする時には、膨大な数の専門用

ご じ ぶん あつ ひつよう
語を自分で集めて、まとめることが必要になってくると

おも がくしゅう せんもんよう ご じっさい つか
思われるからである。学習した専門用語を、実際に使う

ちから み じゅぎょう もくひょう
力を身につけることも、この授業の目標である。

きょうざいづく じゅぎょう つぎ おこな
教材作りや授業は、たいてい次のように行っている。

きょうざい じんきょう し じょげん
まず、教材は、モンゴル人教師に助言してもらいなが

に ほんじんきょう し に ほん ご さくせい たと かんこう
ら、日本人教師が日本語で作成する。例えば、「観光ガ

ろんぶん か こうしき ば はな ば
イドをする」「論文を書く」「公式の場で話す」など、場

めん じょうきょう か しょうてん お
面や状況によって変わることばづかいに焦点を置いたり、

ねんせい じょう き すう ねんせい
※１～３年生は、上記のコマ数×２クラス、４年生は１クラス。

ひょう じゅ ぎょうない よう しゅうかん すう
表１ 授業内容と１週間あたりのコマ数

ぷん
（１コマ＝９０分）

ひょう おも し よう きょうざい
表２ 主な使用教材

ぎ じゅつ に ほん ご よう す
「技術日本語」チーム・ティーチングの様子

ぜん き しゅう がつ
前期１６週（９月～）

こう き しゅう がつ
後期１６週（２月～）

ねんせいひっしゅう
１年生必修 ぶんぽう

文法 ３

かい わ
会話 ３

ぶんぽう
文法 ３

かい わ
会話 ３

ねんせいひっしゅう
２年生必修

ぶんぽう
文法 ３

かい わ
会話 ３

ぶんぽう
文法 ３

ほんやく
翻訳 ２

かい わ
会話 ３

ねんせいひっしゅう
３年生必修

ぶんぽう
文法 ３

ほんやく
翻訳 ３

かい わ
会話 ２

ぶんぽう
文法 ３

ほんやく
翻訳 ３

かい わ
会話 ２

ねんせいひっしゅう
４年生必修 ぶんぽう

文法 ３

ほんやく
翻訳 ３

ぶんぽう
文法 ３

ほんやく
翻訳 ３

せん たく か もく
選 択 科 目

へんこう
（変更あり）

ぎ じゅつ に ほん ご
技術日本語 ３

ぎ じゅつ に ほん ご
技術日本語 ３

に ほん し
日本史 ３

に ほん じ じょう
日本事情 ３

ぶん ぽう
文 法

ほん やく
翻 訳

かい わ
会 話

ねん せい
１ 年 生 しん に ほん ご き そ

『新日本語の基礎�・�』 （スリーエーネットワーク）

しん に ほん ご き そ かん じ れんしゅうちょう
『新日本語の基礎 漢字練習帳�・�』（スリーエーネットワーク）

かくしゅ きょうざい
各種テープ教材

じ さくきょうざい
自作教材

ねん せい
２ 年 生 ちゅうきゅう

『中級J３０１』（スリーエーネットワーク）

ぶん か ちゅうきゅう に ほん ご ぼんじんしゃ
『文化中級日本語�』（凡人社）

か がく
『科学でゲーム』

かくしゅ きょうざい
各種テープ教材

じ さくきょうざい
自作教材

ねん せい
３ 年 生 ぶん か ちゅうきゅう に ほん ご ぼんじんしゃ

『文化中級日本語�』（凡人社）

じ さくきょうざい
自作教材

じ さくきょうざい
自作教材

たいぐうひょうげん
『待遇表現』

（The Japan Times）

ねん せい
４ 年 生

じ さくきょうざい
自作教材

じ さくきょうざい
自作教材

せん たく か もく
選 択 科 目

ぎ じゅつ に ほん ご じ さくきょうざい
技術日本語 ・・・ 自作教材

に ほん し じ さくきょうざい
日本史 ・・・・・ 自作教材

に ほん じ じょう に ほん じ じょうにゅうもん
日本事情 ・・・・ 『日本事情入門』（アルク）
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どうしょくぶつ はくぶつかん こうつう き こう ち けい
「動植物」「博物館」「交通」「気候」「地形」など、テー

ご い ひょうげん かたち
マごとに語彙や表現をまとめていく形をとったりしてい

きょうざい こん ど じんきょう し に ほんじん
る。できた教材から、今度はモンゴル人教師が、日本人

きょう し そうだん いちばんてきとう ご やく み
教師と相談しながら、一番適当なモンゴル語訳を見つけ

る。

きょうだん しゅ じんきょう し た じゅぎょう
教壇には、主としてモンゴル人教師が立つが、授業の

すす かた ほうほう りょうほう い けん あ
進め方や方法については、両方の意見を合わせておく。

きょうしつ に ほん ご ご ご に
教室では、日本語からモンゴル語へ、モンゴル語から日

ほん ご ほんやく つうやく れんしゅう と い
本語への翻訳、また、通訳の練習なども取り入れている。

じゅぎょう に ほん ご きょう し ご
こうした授業は、日本語のネイティブ教師とモンゴル語

きょう し りょうしゃ
のネイティブ教師の両者がいなくてはできないものだ。

りょうしゃ たが ぶん か すこ し
両者が、お互いの文化を少しなりとも知っているという

おお り てん
ことも、大きな利点になっている。

ぎ じゅつ に ほん ご と く
�「技術日本語」への取り組み

こんねん ど がつ はじ ぎ じゅつ に ほん ご じゅぎょう
今年度の９月から始めた「技術日本語」の授業は、あ

てい ど き そ てき に ほん ご がくしゅう お ねんせい たいしょう
る程度基礎的な日本語学習が終わった３、４年生を対象

せんたく か もく かたち おこな とう に ほん ご がっ か
に、選択科目という形で行っている。当日本語学科では、

い ぜん り こうけい きょう か しょ つか に ほん ご おし こころ
以前、理工系の教科書を使って日本語を教えるという試

きょう か しょ
みもなされたことがあった。しかし、そういった教科書

ぶつ り か がく ちょくせつじつよう
のほとんどが、物理や化学といった、直接実用にはなら

きょうようてき せんもん けんきゅう すす ひと
ない教養的なものであったり、専門の研究を進めたい人

か ぎ じゅつつうやく ば
たちのために書かれたものであった。技術通訳をする場

あい かなら り か きょう か しょてき に ほん ご ひつよう
合、必ずしもそういった理科の教科書的な日本語が必要

き かい ぶ ひん な まえ
なわけではなく、機械、部品の名前といったもののほう

ひつよう わたし きょう し かんが
が必要になってくるのではないか、と私たち教師は考え

せんもん ぎ じゅつしゃ ぎ じゅつよう ご しゅざい おし
た。そこで、専門の技術者から技術用語を取材して教え

げんざい ぎ じゅつ に ほん ご ほうしん
ていこうというのが、現在の「技術日本語」の方針であ

る。

じゅぎょう じゅん び だんかい なが せつめい たと じ どうしゃ
授業の準備段階から流れを説明すると、例えば自動車

じゅぎょう ば あい に ほんじん ぎ じゅつしゃ
についての授業をする場合、まず、日本人の技術者から、

じ どうしゃ ぎ じゅつよう ご かく ぶ ひん な まえ
自動車についての技術用語や各部品の名前、そしてそれ

うご に ほん ご しゅざい
がどのように動いているかなどのしくみを日本語で取材

に ほんじん に ほん ご きょう し ぎ じゅつしゃ きょうりょく
する。それを日本人日本語教師と技術者とで協力してテ

し りょう かたち じんきょう
キスト・資料といった形にまとめ、それをモンゴル人教

し よ ご ぎ じゅつよう ご しら じゅぎょう
師が読んでモンゴル語の技術用語を調べ、授業にのぞむ。

がくせい じゅぎょう に ほん ご よ ないよう
学生は授業で、日本語のテキストを読みながら、内容を

は あく さい に ほん ご ご つうやく
把握していく。その際、日本語からモンゴル語に通訳す

ば あい ぎ じゅつよう ご ていねい やく に ほん ご
る場合を考えて、技術用語は丁寧に訳していく。日本語

ぶんぽう かい わ なら ば あい かなら せいかく じ こく
の文法や会話を習う場合は、必ずしもそれを正確に自国

ご やく ひつよう ぎ じゅつつうやく もくてき じゅぎょう
語に訳する必要はないが、技術通訳が目的のこの授業に

ご い やく さ ぎょう ひ じょう たいせつ
おいては、この、語彙を訳すという作業が非常に大切に

いっぱん みみ な むずか ぎ じゅつ ば あい
なってくる。一般に耳慣れない、難しい技術の場合は、

がいよう ご せつめい ご に ほん ご
概要をモンゴル語で説明し、その後日本語のテキストに

はい ひつよう
入るということも必要になる。

じゅぎょう しょうらいてき じんきょう し おし
この授業は、将来的にはモンゴル人教師がひとりで教

よ てい ちゅう げんざい に ほんじん ぎ じゅつしゃ
える予定だが（注）、現在のところは、日本人技術者が

つか に ほん ご しゅざい ご やく
使う日本語を取材する、そして、それをモンゴル語に訳

さ ぎょう ひつよう
していく、という作業が必要なため、チーム・ティーチ

すす じゅぎょう に
ングでなければ進められない授業である。そのため、日

ほんじんきょう し じんきょう し う あ じ かん ひつよう
本人教師とモンゴル人教師の打ち合わせの時間も必要と

ひ じょう て ま じゅぎょう
なり、非常に手間のかかる授業となっている。

て ま ぎ じゅつ
これだけの手間をかけても、技術についてほんのさわ

おし さまざま ぶん や ぎ じゅつ
りだけしか教えることができない、様々な分野の技術を

おし しょうらいがくせい てい ど じっさい つか わ
教えても、将来学生がどの程度実際に使うものなのか分

に ほんじん ぎ じゅつしゃ かぎ
からない、モンゴルにいる日本人技術者が限られるため

ぶん や たいけい じゅぎょう
分野ごとに体系だてた授業ができない、などのさまざま

なや かか じゅぎょう すす さいしゅうてき
な悩みを抱えながら授業を進めているが、最終的にはこ

じゅぎょう がくせい ふか せんもん じゅぎょう
の授業が、学生たちにとって、もっと深く専門の授業に

まな て だす かんが
ついて学んでいくきっかけ、手助けになれば、と考えて

いる。

5 こころ
チーム・ティーチングを試みて

うえ しょうかい じゅぎょう ぎ じゅつつうやく ほんやくしゃ ようせい
上に紹介した２つの授業は、技術通訳・翻訳者を養成

もくてき もっと ちか い
するという目的に最も近いものだと言える。しかし、モ

じんきょう し に ほんじんきょう し じゅぎょう つく
ンゴル人教師と日本人教師がチームで授業を作ることの

けってん う あ じ かん
欠点は打ち合わせにたいへんな時間がかかることである。

じんきょう し に ほんじんきょう し じゅぎょううんえい
さらに、モンゴル人教師と日本人教師の授業運営につい

い けん あ ちょうせい て ま ど
ての意見がかみ合わないこともあり、調整に手間取るこ

ともある。

いっぽう り てん ご に ほん ご りょうほう きょう
一方利点は、モンゴル語と日本語両方のネイティブ教

し ほんやく せいかく たん
師がいるため、翻訳のチェックが正確にできること、単

じ しょてき やく ぶん か てき はいけい ふ い
に辞書的な訳ではなく、文化的な背景を踏まえた生きた

ほんやく つうやく れんしゅう とき とく
翻訳ができることである。通訳の練習をする時は特に、

りょうしゃ そろ がく せい き あんしんかん
両者が揃っていることで、学生たちのやる気も、安心感

ま おも
も増しているように思われる。

わたし がく せい に ほん ご つか し ごと
私たちはいつも、学生が日本語を使って仕事をするこ

あたま じゅぎょう おこな じっさい つうやく ほん
とを頭において、授業を行っているが、実際に通訳・翻

やくしゃ し ごと え もの ひとにぎ
訳者として仕事が得られる者は、ほんの一握りであろう。

すこ おお がく せい しゃかい つうやく に
しかし、少しでも多くの学生たちが、社会に通訳する日

ほん ご りょく み そつぎょう ねが
本語力を身につけて卒業してほしいと願っている。

ちゅう こくりつ ぎ じゅつだいがく ねん に ほん ご つうやく
（注）モンゴル国立技術大学では、１９９６年の日本語通訳・

ほんやくしゃようせい かいせつ じ めい せいねん
翻訳者養成コース開設時から、たいてい２名の青年

かいがいきょうりょくたいいん は けん きょうりょくたいいん
海外協力隊員が派遣されている。協力隊員は、モン

じんきょう し じ ぶん に ほん ご がっ か うんえい
ゴル人教師らが自分たちで日本語学科を運営できる

きょうりょく
よう、協力している。
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